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「

山

林

質

§

只
證
文」

を

集

計

し

た

も

の
.
で

あ

る

。

「

村

內

」
「

村

外

」

.
の

名

稱

は

、
1
尾

葡

組

內

J

 

F

同

組

外」

と

改

正

す
 

.

べ
き
か
，と

も

考

へ

る

。

然

し

、

こ

の

兩

者

に

關

す

る

考

證

が

不

十

分 

な

爲

に

、

前

者

を

採

用

し

た

。

：

:

「

立

木」

と
は
、.
.
通

例

r

植

杉」

等

と
.
記

さ

れ

、

賣

賈

：の

對

象

が

明
' 

確

に

立

木

で

あ

る

と

認

定

し

得

る

1

の
。

:
:

.

「

伐

探

跡

地」

■

と
は
、

通

例

「

伐

跡」

等
：と

記
'§

れ

、
.
賣
買
の，

對
象 

が

地

籍

で

あ

る

と

認

定

し

得

る

も

の
P

「

杉

(

檜

•

松

)

山

」

と

は

、

そ

れ

が

立

木

或

ひ

は

地

籍

を

示

す

の 

か
、

又

兩

者

を

含
.
む

名

稱
.で

あ

る

か

判

然

と

し

な

い

。
.
然

し

、
.

後

、31 

の

如

く

、
#

內

に

あ
.

っ
.

て

は

立

木
>.
'

地

籍

を

含

む
.の
.が

1
般

的

で

あ 

り
、

村

外

に

あ

っ

て

は

、

夫

々

區

別

し

て

考

へ

ら

れ

て

ゐ

た

や

ぅ

で
. 

あ

る

。 

.

.

,

V
 

.尙

、

賣
買
の
對
象
が
各
項
に
一
旦
る
と
き
は
、.

I

通
の
.證

文

も

三

件

と 

.

數

へ

、

と

れ

を

夫

々

の

頓

に

記

入

し
f c
。

- 

我

々

に
'
と

っ

て

、

こ
こ
.に
«

ボ

さ

れ

た

件

數

か

ら

、
直

ち
.
に

、
：
取
g

e M

積 

め

跋

狹

乃

至

立

木

數

の

多

宴

を

知

る

こ

と

は

出

來

な

い

の

で

あ

る

が

、
，
こ 

の

表
£

い
て
、

’ 

土

井

家

に

ょ

る

山

林

取

得

の

ー

.般

的

な

傾

的

を

求

め

る 

こ

と

は
» |

能

で

あ

る

と

思

ふ

。

創

立

以

來

約

七

〇

年

の

間

、

專

ら

、

村

內

の

3

林

を

對

象

と

し

て

ゐ

た 

土

井

家

は

、

狡

永

苹

間

(

一
七
七
一
一〜

八

〇

年)

に

至

っ

て

、

初

め

て

、

村

外

へ

の
.
進

出

を

試

み

て

ゐ

る

。

勿

論

、

か

か

る

^

^

を

喚

ん

だ

直

接

的

私
冇
林
に
關
す
る
試
論

C

一
 >

，製
機
に
っ
い
て
は
知
る
田
も
な
い
。
然
し
、
第
四
代
の
當
主
源
兵
衞
に
ょ 

る
尾
麓
組
大
虫
屋
就
任
を
以
て
、
土
井
家
の
在
地
勢
力
が
頂
點
に
達
し
た 

期
間
と
考
へ
、
更
に
、
こ
の
影
響
の
一
っ
が
文
化
»'
.
<
:ー'八
〇
四〜

ー
七 

'年)

か
'ら
天
保
度a

八
三
.〇〜

四
三
年
>
に
至
る
3
秫
取
得
件
數
の
增 

加
丨
村
內
に
於
て
全
體
の
約
三
二
 
％
、
村
外
に
於
で
約
五
〇
ギ
！
と
し
て 

現
は
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
村
外
へ
の
進
出
も
、
土
井
家
の
勢
力
伸
張
に 

伴
う
現
象
と
見
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ろ
う
。
事
實
、
こ
の
期
間
に
山
林
に 

投
ぜ
ら
れ
た
費
用
は
驚
く
べ
き
額
に
筆
し
て

.

ゐ
る
。
卽
ち
、
そ
の
概
數 

は
、
村
內
山
林
の
購
入
に
對
し
て
、
金
一
、
〇

一
六
兩
ー
分
ニ
朱
、
銀

一.

A

一
.奴
三
分
八
厘
、
：
錢
五
一
九
文
、
.村
外
山
林
に
對
し
て
は
、
■金
一
八
〇 

,
5
i分
ニ
朱
、
銀
四
ニ
三
焚
二
分
三
厘
、
錢
五
0

0
文
の
支
出
と
な
っ
て 

:

ゐ
故
て
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
こ
の
巨
額
な
資
^

—
こ
办
は
、
土
井
家
の
勢 

力
の1

®

的
象
徵
と
看
做
し
得
る
が.

r
-

の
供
給
源
乃
至
性
格
を
確
認
ず
る

： 

こ
と
は
連
だ
i

で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
廣m
な
領
域
に
宜
る
土
井
家 

■の
經
濟
活
動
は
、
山
林
購
入
に
用
ひ
ら
れ
た
資
金
の
性
格
を
複
雜
.に
し
て 

ゐ
る
の
で
あ
っ
て
、
敬
っ
て
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、
か
か
る
資
金
の
悉
く
が
、
，
 

山
秫
經
營
以
外
丨
特
に
農
業I
の
經
濟
分
野
が
ら
齎
ら
さ
れ
た
と
す
る
遽 

斷
は
差
控
へ
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

：

•
*'
.
:
'

.
，尾
驚
地
方
，の
山
林
所
有
者'と
.、
江

戸•

大
坂
の
財
ザ
商
.と
の
間
に
結
ば
，
 

れ
た
資
金
網
に
っ
い
て
は
、.日
本
秫
制
史
資
料
に̂

.
そ
•の
；
部
分
が
述 

ベ
ら
れ
て
ゐ
る
。
山
称
の
經
營
と
併
行
し
て
！
^
採

•
製
炭
、
班
に
は
、 

自
業
に
さ
へ
從
寒
し
て
ゐ
た
と
推
定
さ
れ
を
ゼ
井
家
が
、
こ
の
例
外
で 

な
か
つ
た
こ
と
はI

日
ふ
迄
も
な
い
。
次
に
、
や
やi

的
で
似
あ
る
が
、

-

 

七•

三

c

七
三)

"■

ハ

, 

、
 

W



H

E
學
會
雜
誌
'
第
四
十
七
卷
第

1

號

七

四

(

七
四

)
こ
の
間
の
祺
情
を
窺
ふ
に
足
る
と
奢
へ
ら
れ
る
資
料
を
掲
げ
，や
ぅ
。

r
差

入
_

一

札

各

，
 

.

'
1

此

度

貴

殿

御

謹

を

以

玉

藺

.
理
兵
衞
殿
所
持3

林
我
等
兩
人
江
貲
請
；
.'
''.

,_ 

ニ
相
成
外
ム.付
代
金
之
儀
射
其
御
元
^

迫
：々

.-一
差
出
右
賈
證
文
別
紙 

ご

壹

通

被i

H .
“

付
糙
ユ
請
取
吉
田
善
三
郞
手
前
ラ
预

V

置
有
之
處' 

'

.

實
正
ユ
御
座
外
萬
.一̂

(1
1

—
:

^

障
之
品
等
有
之
本
證
文
入
用
之
節

.
'

W
何
時
ユ
而
茂
其
御
冗
迄
持
參
可
致
外 

1

右
山
林
年
.々
打
廻
リ
，下
対
拔
木
等
之
儀|

來
懇
意
之
間
柄
，
„

丨 

.

，■御
兀
引
請
永
之f

話
可
被
下
替
右
御
世
話
料
と
し
て
悅
拂
之
節
き
I
1
Tケ
扎
：
 

.

代
命
高
た
內
テ
而
，
4

步
通
相
渡
可
申
か
邦
年
々
諸
雜
費
入
用
金
之
儀
|@
■: 

渚

邦

節

之

其

御

ー

兀

目

錄

書

を

以

差

出

外

窖，
 

.

' •

:
.T

右

山

林

之

儀

尾

驚

組

九

ヶ

眞

之

地

所

—

而

伐

狒

之

節

ハ

九

ヶ

縣

；

役
人
中
遂
一
見
分
代
金
高
之
內
壹
割
通
右
村
方
江
相
渡
诃
申
窖
依
而

，'
,

爲
後
日
差
入
申
，

1

盌

件
 

,

、
 

*

江
戶
深
川
堀
川
町

，

天
保
五
ギ
九
日

 

，

出

口

五

郞

右

衞

門0
 

,.

•
勢
州
野
渡
村

吉

田

善

三

郞®

熊
姆m

蘇

浦

, 

.

:

ヶb 

土
井
宗
藏
殿
 

•

丨
但̂

文
御
仳
話
料
と
し
て
伐
拂
之
節
寶
渡
代
金
窩
之
內

-

而

五

步

通

相-■
■
 

一-
減
可
中
,

百
兩
在
付
金
五
兩
ッ
ッ
ニ
而
御
座
外

§

ち
、

こ

こ

に

記

さ

れ

た

土

井

家

の

世

話

料

と

九

ケ

村

へ

の

分

配

金

を

比

.

較
す
れ
ば
、
土
井
家
と
出
ロ
，
告
田
と
の
關
係
が
、
單
純
な
、
仲
介
渚
と 

U I

林
賈
得
氣
と
の
間
柄
で
な

'

い
こ
と
は
明
ら
が
■.

で
あ
る
。
尙
、
.

C

の
山
林 

が
九
ヶ
村
の
：持

3
.

で
あ
る.
に
も
拘
ら
ず
、
土
井
家
■が
こ
れ
を
代
表
す
る
か

_ 

の
形
を
双
て
賣
賈
契
約
を
結
ん
で
ゐ
る
點
に
つ
，い
て
は
、
山
秫
取
得
の
項 

に
淤
て_

す
る
。
：こ
の
：

i

、
. \
-

出
丼
家
は
ノ
時
の
.官
憲

と

も

塞

關

係

を 

: w

し
て
ゐ
た
。
次
の
_

ば
.>
-」

れ
を
©

^

つ
て
い
る
。

_

| 
'
 

:

「

"
：乍

恐

議

？
上

，

■

'

‘ 

亥
年
威
分
ロ
御
役
所

」

5

淘
金
六
百
兩
也
.五
ヶ
年
賦
拜
借
仕 

:
:■■
:
.毎
年
江
積
送
荷
物
代
金
を
似
去
ル
亥
年
ぶ

J

昨
a
年
迄
三
ヶ
年
之 

: 

'
，
'
間御
一R

金
百
御
别
足
相
添
御
議
定
通
返
上
納
仕
來
外
處
近

.

一' :

年
來
諸
國
共
ニ 

.諸
品
大
不
景
氣
之_
時
^

^
を
申
立
|

中
ぶ
仕
切 

I
 

勿
論
荷
物
內
金
等
も
相
登
：セ
不
申
昨
年
上
納
方
甚
迷
惑
仕
調
金 

■'
へ：

丹
賴
仕
外
內
昨
十J

月
四
日
大
池
震i

尚
浪
ユ
而
人
家
夥
敷I

私
儀 

も
家
藏
不
淺
流
炎
難
濉
仕
<

駿

右

仕

ム

ロ

一
 

付
當
年
春
秋
兩 

'

''
:
度
二 ：

私
所
持
山
林
立
木
入I

仕
右
代
金
取
立
上
納
可
仕
と
奉
存
外 

.'
■
'

mと
も
常
時
之
成
行
，ニ
而
莕
御
議
定
通
上
納
仕
外
儀
へ
■乍
恐
行
屆
キ 

兼
外
間
當
卯
年
次
來
ル
未
年
迄
五
年
賦
行
濟
ニ
顏
戴
度
奉
願
上
队 

.
左
外
ハ
>>
:
以
御
|

遲

滯

上

納
.«
1
仕
儀
-ー.御
摩
^
猶
御
利
足
月
八
朱 

:

-
:
土
納
仕
御
座
沐
得
共
以
霜
別
義
憐
愍
を
以
年
四
朱
ユ
被
爲
成 

:
下
外
機
偏
ニ
.奉
願
上
卟
右
御
取
扱
被
爲
遊
被
下
外
へ.ハ
可
也
-ー
取
續 

.

.出
來
仕
/i
>
-前
共
稼
も
柳
か
相
增
外
儀
と
童
々
難
有
仕
合
—
奉
存
外
誠 

■:
'
:
:
i
衣
騷
時
節
柄
奉
願
上
儀
も
奉
恐
縮
外
得
共
前
段
之
仕
合
何
卒
御 

:

.聞
濟
般
爲
遊
被
下
冰
得*.
□

か
之
御
慈
悲
難
有
仕
合-一.奉
存
ゅ
此
段

ン
御
摩
配
之
御
執
成
御
罟
勞
被
爲
成
下
冰
機
奉
願
上
外
依
之
翳
付
差
上y

、
’ 

申
外
以
上 

、

.

奥
熊
野 

.

.

て''

安
政
ニ
年 

林

浦

地

士

;
 

卯
四
日 

土
井
宗
藏
⑩

.V

V

:

虫

井

八

郞

兵

衞

殿
. 

. 

木
文
土
井
宗
藏
籐
戴
分
ロ
御
役
所
ニ
而
年
賦
拜
借
筋一

昨
31
:

年

豸

_

ま

之,-- 

通
上
納
仕
來
外
處
留
冬
災
變
ユ
付
同
人
家
藏
不
a

流
失
仕
內
手
難
齙
之
趣
"
.

ュ
而
前
書
之
通
v

il

付
羞
出
外
S

.

付
相
•亂
H

處

申

出

之

通

麗

相

違

無
.
.
. 

御
座
外
右
潜
御
時
節
柄
寧
恐
入
沐
得
共
格
別
御
憐
愍
之
御
取
扱
テ
以
願
之
;

> 

通
殘
リ
御
金
當
卯
年
ぶ
未
年
迄
.五
ヶ
.部

濟

御

利

足

年

四

朱

ニ

..被

爲

成

遺

被 

下

外

！̂

私

も

奉

願

上

卟

如

之

書

付

御

達

.

_
上
14
»

以

上
’
.

.

. 

尾

鷲

組
大
庄
屋
’

土
井
八
郞
兵
衞

：
©
;
、

卯

四

月
■

.. 

.
ソ

.
- 

ベ 

:

宵
井
彌
九
郞
顚
:

.

潜

垣

次

左

衞I

. .

I

書
！！

願

出

之

趣

去

寅

十

1

月
地
震
津
浪
ニ
而
家
藏
皆
流
失
難
龅
相
違
も，

.

.

無

之

格

別

之_

ヲ
以
殘

金
貳

百
四

拾
兩
當

卯

年

ぶ

來

ル

巳

年

迄

三

ヶ

年
-
 

•

斬

費

年

八

拾

麗

足

月

六

朱

-一

乞

用

捨

年

々

十

一

月

限

割

合

無

遲

滯

相

.
 

納

对

申

事 

.

五
月
. 

J 

>

私
有
林
K
调
す
る
試
論(

I
)

 

—

 

.

t

れ
に
據
れ
ば
ン
土
井
家
と
裏

.

と
の
結
合
は
、
.
有
事
の
際
に
土
井
本
家 

.

の
强
カ
な
..突
稷
を
期
待

^

る
.こ
と
が
ぬ
砠
た
の
■

で
あ
る
，
か
ら
、
冬
れ
が
.如 

.何
に
強
固
に
結
ば
れ
て
ゐ
ょ

ぅ
と
も
決
し
て
嬪
く
に
は
胄
ら
な
い
。
,む
し 

/ >
■

、
我
々
に
幾
さ
れ

.

た
做
題
は
：
，
が
.か
る
結
合
を
具
體
的
に
掘
へ
る
技
術 

:

的
な
考
慮
で
あ
る
と
ざ
へ
い
ひ
得
る

.

の
で
は
あ
る
ま
，い
か
'.
0

こ
れ
と
共 

に
、
我
々
：は
、
'.
山
林
經
營
に
ょ
石
利
每
か
苒
投
賢
さ
れ
る
場
合
も
見
落
し 

て
：は
な
ら
な
い
と
考
へ
る
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營
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檜
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保
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伐
木
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し
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四
八
兩
餘
が
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得
さ
れ
て
ゐ
る
。
こ
の.金
高
は
、
天
保
度
に
於
け
る
山
林
購
入
費
の
約
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-

六
^
に
當
つ
て
を
り
、
こ.の
年
度
に
は
、
約
八0
件
の
立
木
賣
却
が
行
は 
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:
れ
て
い
る
こ
ど
か
ら
し
て
、
か
か
る
收
入
の
全
_て
が
、
他
の
經
濟
分
野
に 

:

流
用
さ
れ
或
ひ
は
，
そ
の
ま
ま
消
費.さ
れ
て
.ゐ
た
と
斷
言
す
る
こ
と
は
許 

■
:

■

さ
れ
な
い
で
.あ
ろ
ぅ0 .
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■
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.'
と
も
あ
れ
、..我
々
は
、‘
.土
井
家
が
，山
林
購
入
に
當
て
た
資
金
の
供
給
源 

乃
至
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格
に
つ
1'
'
'て
、
そ
の
複
雜
性
を
、
或
る
程
度
明
ら
か
に
す
る
こ
と 

'
.'
■

が
出
來
た
と
考
へ
る0.
乍
然
、
右
の
資
料
は
、
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れ
も
、
土
井
家
の
山
秫 

:

購
入
資
金
に
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い
て
確
定
的
な
論
據
を
興
べ
る
も
の
で
は
な
く
、

.且
、
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.業
面
に
於
け
る
資
料
を
全
面
的
に
缺
い
て
ゐ
る
故
^

が
令
、
.そ
の
複
雜 

.
性
は
立
證
し
.得
た
と
じ
て
も
、
問
題
は
、.依
然
未
解
決
.の
ま
ま
殘
さ
れ
て 

ゐ
る
の
で
あ
る
.0
例
へ
ば
：、.前
揭
の
.如
く
、
安
政
二
年
2

八
五
五
年)

土
井
家
は
六
瓦
兩
の
負
衡
返
還
に
苦
盧
し
っ
つ
も
、
他
方
に
於
て
、
金
一 

气
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投
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さ

れ
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る
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賢
は
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眾
な
る
祺
雜
牲
の
み
に
ょ
つ
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す
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と
は
困
難
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れ
故
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こ
の
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題
に
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す
る
限
り
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我
々
の
硏
究
は
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そ
の
端
緖
を
提 

示
し
た
に
過
ぎ
な
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土
井
家
に
ょ
る
山
称
取
得
に
っ
い
て
考
ふ
ベ
き
こ
と
の
一
っ
は
、
變
動
. 

期
に
於
て
、
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の
：取
得
件
數
が
增
加
し
て
：い
る
點
ゼ
あ
る
。
表
示
さ
れ
た 

谷
年
度
は
賢
際
の
年
數
に
が
な
り
の
距
り
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在
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し
.て
い
る
の
で
あ
る
か 

、b-
、
こ
れ
に
ょ
っ
：て
確
定
的
众
結
論
を
導
<-
-こ

.>

.ぼ
困
難
で
あ
る
が、
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秫
取
得
件
數
の
增
加
を” 
土
丼
家
：に
ょ

る
變
動
期
；の
巧
み
な
利
用
に
基
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も
の
と
姑
る
ご
と
は出
來
ない
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あ
ろ
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か
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さ
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述
べ
た
安
政
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年
；
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資
料
に
そ
の.片
鱗
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し
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い
る
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く
、
土
井
家
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社
會
的
經
濟
的
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位
は
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幾
多
の
變
動
に
耐
：へ
得
た
，の
み
な
ら
ず
、
そ
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等
の
；
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的
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ら
じ
务
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卜
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っ
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叉
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程
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れ
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す
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な
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跡
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に
逆
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過
裎
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採
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も
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ふ
セ
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狀
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來
る
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伐
i

#

へ
の
：投
資
は’

農
地
若
く
は
宅
地
の
そ
れ
に
比
し
，
極
め
’
て
貧 

弱
な
成
果
を
豫
想
し
得
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滅
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投
資
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そ
ね
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し
て
：行
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れ
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伐
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跡
地
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獲
得
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、
，
' 

.土
井
家
に
ょ
る
0 1

林
へ
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投
資
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單
な
る
餘
剩
資
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け
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し
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で
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な
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具
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す
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。
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迪
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ら
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伐
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六
年
残
:.
-0.
,
, 

.• 

.
•
六
代
' 

.美

之

吉

土

井

本

家

ょ
P

養
子
に
入
：る
。
安
政
元
年
残
。：
V

:

.

七

代

達
.
洱
郞
.
明
治
三
，「

年
残
。
:

.

.
，'
：V

'

 

V

 

' 

■

' 

.八

代

忠

岛

衞

昭

和

1
1
1
1
1年

歿
。

;.'

■,

'
し
‘
'.

(

註
四)

註ir 

•參
照
。:

:

•

:
: '

,
■
.

,

•

-

:

.

'

七
，八

(

七

八

)

(

註
五)

.
後
出
の
如
く
、
山
林
賣
貢
證
文
に
は
、
立
木
數
竝
に
四
至
に 

關

し

て

克

明

，に

記

載

さ

れ

て

、ゐ
ざ
が
、
面
橫
に
つ
い
て
は
何
等
の
記 

事
も

殘

し

て
ゐ
な
い
。 

•

•(

註
六)

詳
細
ば
、
後

出

「

山
林
購
入
代
金〗

覽
表」

參
看
。

こ(

註
七
>
 

,日
本
林
制
史
資
料•

和
歌
山
藩
•「

大
坂
彻
犀
六
兵
衞
ぶ
屮 

.

.

..
井
浦
四
兵
衞
へ
：'
荷
物
取
引
山
方
仕
入
：益
之
儀
.

ニ
付
取
扱
.
一
件」

(

三 

-

V
 

"七
：七
i

l

A

六
頁
ソ̂

西
谷
御
出
椎
邦
木
餺
合
取
拱
ー
件」

c

三
.

一1

七 

.
ニ 11

六
四
見
>

,

v

y

 

V:
ご

(

註
八 
>
:
製
炭
業
に
つ
い
て
は
、
同

右

寶
-̂

江
戸
小
杣
場
炭
賣
捌
仕 

'
.
.-'
■

切
勘
定
.粒
'
仕
.出
諸
入
用
.
調
書
上
.
帳
1

、0

系
 

及
.び
、

:

':
;̂

地
義
智
綱
-'
'
'
-前
揭
書
'

1

€

ー
*

參
照
。
：海
運
業
に
つ
い
て
は
躍 

た

る

資
料
.を
：缺
く
.。
#

-

つ
.
ダ
、
：
.
4

.も
の
で
^

る
。:
然
し
ぐ
友
の
.资
料
は
、
.こ
れ
と
，無
關
係
で：

は
あ
る
ま

い 
6
-

.

V

:

-

.

-

.■
;

:
ン

,
.
.
.
:
,.
.

:.
、

「

；
,-
:

-

廣

識

シ

；申

獨

船

之

事
''

.

ー
九
百
玉
^

^

镄
廻
船
壹
艘
へ

:

>

■

:代

金

戴

百

：贰

拾

贰

南

壹

：步
也
ュ
：

右
狀
金
- '
.

賣
渡
申
處
實
.正
也
則
代
金
不
殘
f

:

請

取

船

相

躍

無

出

：入
相

.， 

:
濟
申
候
右
船
之
儀
-

付
：霞
亂
妨
申
者
無
之
外
爲
後
日
廻
船
賣
渡
證
文
依

一
大
坂
長
-堀
筋
問
屋
川
'

..

,

.
.:
.
:安
永
甙
年
.

'

'

'

:

船
賣
主
大
津
屋
吉
郞
右
衞
門

己
.
十
月
十
：七

日
:■
•

■'
:

代

源

藏

⑩

■
 

•

牛
窓
屋
久
太
郞
⑩

:

紀

州

尾

鴛
，

'.
'■
.

.

,

1
 ■ 

.

.
•:
'

'

濱

中

悠

藏

殿
'■
.
.

右
船
菇
迄
木
ノ
元
浦
萬
厚
•彌
右
衞
門
方
支
配
爲
致
有
外
處
此
度
作
略
—

.

付
家
等
方
へ
引
取
邦
元
へ
胄
渡
外
處
相
逄
無
之
外
尤
彌
右
衞
れ
方
ぶ
賣

上
#

#(

家
ぎ
方y

請
取
.申
^

上
者
外
方
故
障
之
.品
無
之
^

若
妨
中
者
有
.

之
外
ハ
ハ
家
等
方
々
譯
立
少
茂
御
損
御
世
話
員
_

間
1:
._以
爲
日
諸
赘
付
ぐ

□

□

御

谇

外

以

上.-
• 

.

.

-
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.
犬
津
屋
太
郞
右
衞
門
'
:
'

'

.•
■

代
'
"
源

.

.

.
0 

#

.

.

(

？

'
y.

:

:

.

.
牛
难
厚
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.

.
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' 

: 

• 

.
•

.

久

太

郧
，

@

- 
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j

i
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濱

中

惣

藏

殿」

■

;

.

:.
•

'
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(

訊
九)

傍

點
•

括
弧
內
は
筆
者
註
、
以
下
同
斷
。

.

‘
• 

..:
:

.
,

(

註
十)

-「

慶

應

元

年

••
.

:
;■〜

：
.

：

• 

.

.

,

山
林
順
續
.
.
■

■
、
 

、
：

.
：
.
'

正
秋
改
正」

’

(

独
十
一
')

ヒ
：
の
理

解
の
：：

1

助
と
し
.
て
、
寬
正
五
.年
a

九
月
•

尾
儺
組
. 

大
指
出
帳

(

水
庳
廳
資
料
整
備
委
#1

會
筆
寫
•

藏

)

ょ
P

、
林

浦

の

_ 

部
分
を
拔
萃
し
て
を
く
。

'
林

浦
 

，
 

林
浦
庄
虽
與
四
郎

,

肝

煎

惣

藏

救
有
杯
^

_

す

る

試

論

(

一)

 

,

戌

ぶ

子

迄

三

年
-?
一
一
 

ッ

七

分

.

.

1

本
田
畑
.高
合
七
拾
、三
右
九
斗
七
升
貳
合
:

• 

■

此
町
五
甿
七
反
七
畝
拾
五
步
• 

.

,

.' 

，
'押
合
反 

>
1

壹
石
贰
斗
九
升
七
合
ょ

ン 

.

. 

'內
-

:

高
五
拾
五
石
七
斗
四
升
三
合.

■
.

田

方

*

.-
此

町

四

町

貳

反

四

畝

廿

九

步

 

-

、
.

(

略)

，

:.
；

.
'
,
' 

.

:

,

肩

拾

八

石

贰

斗

贰

升

.

.

.此
虾
壹
町
五
’反
三
畝
贰
步.

畑

方
.
：
.

:
v
_
;
v
:
.
c 

略

)

/ '
.

，

'
,
. 

.

•
,
.
.ム
新
田
畑
高
合
拾
章
石
威
斗
六
?-
<

合
;

.

此
，町

壹

町

：九

反

八

畝

步
:

:

,

(

略)

'

. 

.

(

註
十
.
一I

V

後
出
の
：「

山
林
購
入
代
金
‘一

覽
表」

參
看
。

(

註
十
三
.

)

旣
成
，01
林
と
は
、
代
期
f

五
〇〜

六
0

T

前
後
の
山 

:

林
を
想
定
し
た
。
詳
.し
く
は
、'
次
節
、.
：註
十
一
.
參

照

。
.：.

(

註
十
四
V

本
表
は
、
前
出
の
.f

山
林
證
文
控
.

」
「

他

所

山

林

證

文

控

J

 

K

基

い

て

作

成

，し

た
:0
.

V

■*

本
表
.
に
於
て
：は
、
.
.
1'-
.
.
'兩
，=

四
分
、、

I

分

=

四
朱
、
と
レ
て
針
箅
し 

.

た
が
、
金
；
銀
f

錢
は
.夫
々
の
貨
幣
單
位
锯
に
集
^

し
、
換
集
は
行 

は
な
か
っ
た
。
蓋
し
、
換
箅
甚
準
の
I

に
困
難
を
認
め
た
か
ら
で 

:
.あ
る
.0
- - 

. 

•
' 

,

V

七

九

(

七

九)

：
 

'

;:



H

土
井
家
に
ょっ

て
行
は
れ
た
山̂

取
得
の
方
法
は
多
種
多
^
に
亙
っ
て 

ゐ
る
爲
に
、
こ
れ
等
を
一
淀
の
類
型
に
從
つ
て
區
分
す
る
.こ
と
は
、
恐
ら 

く
不
可
能
で
あ
ろ5
。
そ
れ
故
、
我
々
は
、
そ
こ
に
現
は
れ
た
重
要
な
事 

胡
を
中
む
と
し.て
.、
i逐
次
、
檢
討
を
加
へ
て
朽
く
こ
と
.と
す
る
0 

土
井
家
の
行
っ
た{1
|
称
の
取
得
は
、

.

こ
れ
を
契
約
期
間
の
}
!
か
ら
見
れ 

,
,ば
、_
:

「

永
代
寶
貿」

と「

年
季
寶
賈」

と
に
分
.っ
こ
と
が
出
^

^〕

乍
然
、
. 

後
者
と
雖
も
、
そ
の
實
質
に
於
て
、
前
者
と
同

I

視
さ
れ
る
場
合
も
決
し 

て
尠
く
な
い
。例
へ
ば
、
獎
約
期
間
が
九
九
ヶ
年
の
長
き
に
亙
り
、
或
ひ
：
 

:
は
亦
、
期
限
の
終
了
沒1
た
ず
レ
て
、
再
三
期
限
の
延
長
を
繰
返
し
.て
ゐ 

る
場
合
の
如
き
で.あ
祝
。
然
し
、
と
れ
等
が
終
局
的
に
如
何
な
る
姿
を
採 

る
.に
至
っ
た
か
は
知
る
こ
と
が
出
來
な'い
。：
資
料
的
空
电
に
ょ
る
、
止
む 

を
得
ざ
る
結
果
と
も
稱
す
べ
き
で
あ
ろ
ぅ
か
。
.更
に
、
.兩
者
の
分
葙
に
っ 

い
て
い
へ
ば
、
村
內II
I

林
の
取
得
が
、
悉
く
ー
僅
か
ニ
件
を
除
き
ー
永
代 

寶
質
に
屬
し
て
い
る
に
度
し
、
村
外
に
於
て
は
、
年
季
賣
賈
が
_
倒
的
多 

數
を
占
め
て
ゐ
る
。
勿
論
、
こ
の
や
ぅ
な
際
だ
っ
た
議
を
、
單
な
る
地
，
 

域
の
#
異
に
歸
す
こ
と
は
出
來
な
い
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
こ
と
は
、
當
時 

展
開
さ
れ
て
ゐ
た
土
井
家
の
經
濟
活
動
：の

v

環
と
し
て
、
社
會
的
背
景
を 

も
加
味
し
な
が
ら
説
明
さ
る
べ
き
も
の
と
考
へ
る
。
我
々
は
、，

こ
の
現
象 

'に
っ
い
て
、
現
在
め
段
階
で.は
、
次
の
如
く
理
解
し
て
ゐ
る
。
卽
ち
、
村 

外
山
林
の
取
得
に
於
て
經
驗
し
た
幾
多
の
障
害
丨
相
對
的
意
味
に
於
て
丨 

.は
、
山
林
の
經
營
に
際
し
て
豫
想
さ
れ
る
管
理
•
運
營
の
.困
難
さ
と
相
俟

:

私
有
林
に
關
す
る
試
論
.(

1
.

)

：

：

.

.

つ
て
、
所#

權
の
設
婼
を
强
く
希
蓮
する
に
至<

-
6

な
が
つ
た
。

こ
の
結

果
、
永
代
賣
賈
が
村
肉
山
秫
に

つ

い

て

、

ま
た
年
期
寶
,M
が
村
外
山
林
に

つ
い
て
、.夫
々
支
配
的
.な
取
得
形
態
と
な
つ
た
の.で
あ
る
。

次
に
、
か
か
る
賣
買
を
惹
起
せ
し
め
た
諸
要
因
に
：つ
い
て
考
察
し
や 

5

0
 

.

■ 

f

 

詫 2
0

土
井
家
：の
山
林
證
文
控
に
記
さ
れ-*
:
11
1
鉢
賣
賈
の
理
由
め
中
で
、
最
も 

多
い
の
は
、
所

謂f

貢
租
未
納」

で
あ
る
。
か
㈱

、
こ
の
種
の
原
因
が
、 

屢
々
：
背
後
に
潜
む
よ
り
具
體
的
な
理©
を
隱
蔽
す
る
爲
の
、
.謂
は
杖 

.「

名
目
的
理
a

i
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
然
し
、
具
體
的 

理
©
の
.究
明
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
以
上
、
我
々
と
し
て
は
、
..貢
租
未
納
も 

原
囚
の
ー
.つ
，と
し
て
數
ぇ
て
を
か
な
け
办
ば
な
ら
な
：い
。

:'
こ
の
他
、
借
金 

に
基
V
I1
I
称
放
槳
の
例
も
存
在
し
て
ゐ̂

こ
全
體
的
に
み
れ
ば
、
借
金
を 

、
理
出
と
し
て
朋
記
し
た
例
は
做
で
は
あ
る
が
、
我
々
.は
、
こ
れ
に
依
つ
て
、 

具
體
的
理
由
，の.

一

端
を
知
る
と
同
時
に
、ti
l
林

の

取

得

麵

に

秘

め

ら

れ

.
， 

た
土
井
家
の
經
濟
力
が
、
凡
ゆ
る
領
域
に
進
出
し
て
ゐ
た
事
實
を
看
取
す

■
 

々
こ
と
が
出
來
る
。
殊
に
、
か
か
る
借
金
.に
.よ
.つ
て
、
父
子
ニ
代
が
拘
策 

さ
れ
る
に
及
ん
で
は
、
最
早
や
、
少
數
の
故
を
以
，て
葬
り
去

?>
-
こ
と
は
出 

來
な
い
で
あ
ろ
ぅ-o

'

と
れ
等
の
原
因
と
粒
ん
で
、賣
賈
に
よ
る
山
林
の
.移
動1

を
說
明
す 

'
る
資
料
も
觅
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、村
外
の
山
林
に
つ
い
て
土
井
家
の
採
つ 

た
態
度
を
、
部
分
的
で
は
あ?>
'
が
、
知
り
得
'る
と
思
ふ
の
で
、
左
に
、
そ 

の
資
料
を
揭
げ
る
。

.

.「

ノ
賣
渡
申
杉3

之

事

-
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雷
學
舍
雜
誌
第
四
十
七
卷
第

一

號

一字诳

m
^
a
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ヶ
所
木
歡

"
植
付
千
一
-*
百
本
餘

槍
i

本
四
尺
廻
リ 

翟

ハ

貴

殿
11
!
限
リ
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埯

ゾ

目

擀

<
.
穩

一
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北

ハ
,HH
次
郞
駿
山
限
ひ
：

• 

,
:
ン
ソ
.
.

令
ハ
'

我
等
此
度
要
用I

「

付

寶

娥

金

子

受

取

遘

實

證

ニ

瞿
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>
寅

 

之
f

.

付
.

1

家
中
ハ
不
及
申
他
ぶ
妨
申
出

1
.

切
無
御
座
外
萬
一
六
ヶ
鋪
儀 

1出

來

仕

ら

パ

印

钐

人

ハ

.

不
及
申̂

<

罷
出
食
度
将
明
貴
殿
べ
：少
シ
茂
難
儀

:

_

1
14
.
'
-
爲
後
日
寶
渡
證
文
如
件.
‘

)
_ 

'

.へ
'

■•
,
' 

.
塞

ド

S-
木
単
浦
：
：

;
-
.

安
永
七

.年

：

■

.

傳
五
郞

⑩
/

.

. 

V

戌
七
月
 

.
: 

請
人
同
所

.

'
5
1八
.
⑩

:

:
.證人
同
所

.

'

::
.■

' 

_ 

'
皮

0

⑩

，
'

,

三

木

里

浦

- 

• 

, 
•

乎
次
郞
殿
.

右
所
書
證
文
を
以
寶
渡
代
金
請
取
申
所
實
正
-一
御
座
外
然
ル
上
ハ
御
勝
手 

ー̂

第
ニ
御
支
配
可
被
成
外

... 

'戌
七
月
三
木
里
浦

'

.

.
;平
次
郞
-

@

.土
井
忠
兵
衞
殿」

'

•
•

.
卽
ち
、形
式
的
に
は
轉
寶
で
あ
る
が
、
右
の
資
料
及
び
こ
れ
に
韻
す
る
他

八 
一

J 

(

A
ニ )

の
七
通
の
賢
渡
證
書
は
、
全
て
村
外
の
山
林
に
®

さ
れ
、
そ
の
經
路 

.

は
、
必
ず
、
，寶

主3
1

木
®

浦
在
住
者
v

.

,

v三
木
里
浦
•
笑

郞

丨

忠

興 

■
■衞

な
る
順
序
を
逐
ふ
て
ゐ
：る
。
加
之
、
平
次
郞
ょ
り
忠
兵
衞
宛
の
賢
減
證 

文
は
.、
.年
：季
及
ぴ
理
曲
に
關
す
る.一
切
の
記
事
を
缺
き
、
然
も、
' 平
次
郞 

の
取
得
'̂
月
日
と
忠
與
飯
へ.
.の
寶
渡
期
日
と
は
、
,殆
ん
ど
同
ー
日
附
を
採 

.
,っ
て
ゐ
る
。
：
更
に
、
平
次
郞
の
名_前
が
、
安
永
七
年(

一

七
七
八
年)

か 

,

ら
文
化
一R

年
.

C

1

A

0四
萍)

.

ま
で
の
約
一1

七
年
間
に
限
ら
机
て
い
る
こ 

；

と
か
ら
し
て
、.我
：々

ば
、
土
驴
家
に
ょ
る
村
外11
!
林
取
得
の
方
法
を
次
の 

.如
く
推
定
す
る。
,:
'

'，

:

 

パ

.

土
井
家
は
、
：
村
外
.に
對
し

V

直
接
的
交
渉
を
持
つ
と
同
時
に
、
例
外
的 

.

■で
ば
，あ
る
が
、
自
已
と
密
接
な
關
係
を
持
つ
平
，次
郞
を
用
ひ
て
、
山
林
の 

取
得
を
進
め
て
行
っ
た
。
恐
ら
く
、
平
次
郞
は
、
：土
井
家

(

特
に
、
ニ
代 

忠
兵
衞)

.の
下
で
、.村
外
1

ー
ー
木
里
浦
に
所
在
す
る
山
林
の
管
理
等
に
何 

.

等
か
の
役
割
を
果
し
て
ゐ
た.の
で
あ
ろ
ぅ
。

.̂
に
述
べ
‘た
11
1
称
賣
賈
は
、
何
れ
も
個
人
間
の
契
約
に
基
く
も
の
で
あ 

'
る
が
、.同
樣
の
理
由
に
依
っ
て
、
共
有
林

(

持

山
•
村
持
山)

の
賣
賈
も 

,

行
は
れ
て
ゐ
た
。
卽
ち
、

'「

' 

讓

申

杉

®

之

事

 

一
,

.•

'

場

麗

素

训

福

极 

、

.一
杉
檜3
壹
ヶ
所
.

但

ナ

立

木

不

殘

地

と

も

一：

.

•

境

目

•西
ハ

上

尾
限y

南
浦
與
兵 

:

，.
南
ハ
上
矢
潰
村
地
下

3

抨
i

殿
山 

.

.

.北

ハ：

：尾
限
V

林
浦
新
平
山
._ 

.

.

.

下
ハ
，東
貴
殿
所
持
山
限
リ

.-
■

'代
金
三
拾
六
兩
也..
. ■

.

.
, 

'

右
杉
檢I I
!

行
野
浦
村
掛
山
*一

 .

罷
あ
外
ル
金
子
要
用
之
儀
ー
#■
-
此

度

見

殿

い 

.
方
べ
相
對
を
以
賣
渡
則
代
金
本
行
之
通

^

請
取̂

外
處
實
疋
也

(

後
略)

. 

IK

保

十

芄

平
.

•

,

.

..
行
野
浦
：
下

地

惣

代■
.

.■
'

•

辰
.八
月
'

,

:■

■

.

.

' 

.長
次
郞
■

⑩-

.

',
•

-

■'
,: ■

.
'
.同

：所

.右
同
斷
;•
：:

::

;

、

■市
五
郎
.

®

•

.

v

'•
.

.

同
,
一
所.
右
®

.

'.
.

ペ
ン
：
.

:

:.
:

'■.

'

幸

；
助:

#

''
'-
:
',
'

^

.

.

同
：：

所

組

頭

.

:,
.

' •
:

■
卜
.

.

.

.

.

'

增
五
郞'■
@ '
.
.

:
v

同

'
'所
' 
肝

煎

，
：

,

-■

:

'
:/
:
づ

;•
,:
-.

,'
■

■

:ン

髮

助
：
®.
'

'
.
ペ

• 

.

.

.
•

薺

^
'

■

'

/ :
.

#

浦
：

.

'

'

卜
，

.

-

'

'

 

.

:

.

:■

■•
■•
. 

,

■
;; -:

:

.:

.
•
.
,
.
■'

:

が
^

の.：
.：I

 
例

で

.あ

る

 O
V. 

.

 

-

 

.

以

上.
を.
、
假
り
忆
、
堺

純

な

震

形

式

と

呼

ぶ

な

ら

ば

、

..

我
々
は
、
時:.
'

折
、
複
雜
な
醫
形
式
に
ょ
つ
て
ゐ
る
た
め
、

1
:

斷
に
苦
し
む
場
合
が
あ 

る
。
例
へ
ば
、
前

節C

驻
九)

に
揭
げ
た
天
保
五
年
午
九
月
バ
一八
三
四 

1̂
*)

_
'の
■文

爵
と
、
次
の■文
書
と
.を
比
較
し
て
み
や
ぅ，

,

-

私
奋
林
に
關
す
る
試
論

(

1) 

-

 

•
, 

'

' 

'

「

差
入
申
一
札
之
事
..

一

拙

者

方̂

a£
s

理

兵

衞̂
.

江

貸

、を

贫

之

右

之

方
?3
:

御
地
字
泉
杉
_

|̂ 

壹
ヶ
ー
所
測
者
々
貴
殿
以
歡
f:
M

I'
S:

1:(

全

ク

拙

渚

所

持

一

相 

違
_
之
21
4
.1
^

賈
證
文
壹
通
此
節
欝
渡
糙
ニ
請
取
S

實
證
也
尤
右
之

山
林
見
や
D

g

蓀

f

 

_

讓

靈

之

嚣

-
#■
$

嚮

話

可

被
下
管
若
右
山
林
^
!
!
又
容
屆
人
直
段
ユ
ょ
里
賣
拂
等
之
砌
贺
九
ヶ
村
弛 

下
ハ
勿
論
貴
殿
方
御
世
篇
料
其.#
諸
入
用
之
儀
教'天
保
五
年
先
代
善
三
郞

- 

ぶ
差
出
有
之
外
書
付
通
少
も
違
亂
無
之
箬
爲
後
證
差
入
一
札
.依

而

如

件

.

.弘
化
阻
年 

勢
州
野
渡
•村

.

.
:未

芷

月
.

1

一
、
.本

人

-

"

ヘ
ィ
，
':
-
:
. 

■
.
•:
'
吉
田
着
一
'郞 

0

.

.

.
:同

街

覺

助
0

'

へ

..
同
所
.：.：親
類
請
人
.

.

■

.:
富

久

審

門
'

©)

_
-.
瀋

忠

兵

衞

殿
'-
.

'
■
,

. 

' 

こ
れ
は
、
，
相
續
人
吉
田
善S'
郞
が
、
i7c
玉
置
理
兵
銜
の
所
有
に
が̂

弁
浦(

？
ぼ

字

泉

翟

の
11
|
淋
に
.つ
：い
'て
、
：.先
代
|
|三
郞
と
土
井
家
と
の.

:

間
に
交
さ
.机
.た
契
約
を
興
確
認.し
た
文
書
と
思
は
れ
；る,0
い
ま
、
' こ
れ
を 

文
書S

と
呼
び
}
保̂
度
の
そ
れ
を
文
書㈠
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
や
グ
。
，文
書
.，
 

㈡
か
ら
.、，
我
々
の
知
り
得
与
こ
と
は
、文

霄

の11
|
秫
賣
賈
が
、
直
接
的
に 

は

，
出W-
田
.
•
,
.
T
1

.®
間
の
.賢
金
に
.起
因
し
て
ゐ
.る
と
'い
.ふ
こ
と
で
あ
る。
.
.
 ̂

つ
て
、
交
書
0
:は
、
そ
の
原
因
ょ
り
す
れ
ば
、
借
金
の
部
に
®
す
る
も
の 

と
謂
い
得
る
で
あ
ろ
ぅ
。
と
こ
ろ
が
、S

3
に
於
て「

我
等
兩
人
江
買

、
 

八

三

c

八
s)
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文:，
p  ‘ ■

.
:

:

.

.三
'田
學
會
雜
鶴
；
第
四
十■七
卷
丨
第T

號
.

：
.

, 
.
:
,
.
,
:
:.
:
'
-
'
f
:

時

'.
级

外
」

と
し
て
出
ロ
*
吉
田
の
霧
が
記
さ
れ
て
い
る
に
％
拘

ら.: 

ず
、
文
寄
㈡

に
あ
つ
て
は
、「

拙
者
|

貴
殿
以
兩
名
前
ヲ
此
度
貿
請14
..

」

と
、
土
井
家
も
資
得
潘
の.
1人
に
數
へ
ら
れ
て
か
る
。
換
言
す
れ
ば
、
天 

保
.：五
年
か
ら
弘
化'四
年
人
'
1八
四
七
年)

の
間
に
、
.日 
ー.
_!1
|
林
に
對
し
て
. 

の
買
得
潑
が
、
宵

田•
出
口
か
ら
、
吉

田
•
土
井
へ
と
變
化
し
た
の
で
あ.
' 

る
。
.こ
の
變
化
に
對
し
て
、

 

.

.

,

S

文
锊
㈠

に
^
さ
れ
た
、
伐
採
時
に
於
け
る
土
井
家
へ
の
分
配
金
が
：弗
常 

に
高
額
で
あ
る
こ
と
。

 

.

.

.

S

文
臀
㈠

に
.「

代
金
之
_
教
，其
御
元
江
逛

4々
差
出J

と
、
出
井
家
へ
の 

II
I

林
代
金
茭
狒
が
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
.。

^
こ
の
|1
!
林
が
墨
組
九
ヶ
村
の
持
山€

_
し
て
ゐ
る
こ
と。

.,
.

.

，㈡
文
齋
㈡

に
は
、
九
ヶ
村
と
の
關
係
を
規
定
す
る
言
辭
に
積
極
性
が
缺
け

.

て
ゐ
る
こ
と。

. 

.

を
者
.へ
併
せ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
等
の
文
窨
は
、
土
井
家
に
ょ
る
⑴
林
取
得 

の
秘
め
ら
れ
た
面
を
物
語
っ
て
い
る
，樣
に
考
.へ
ら
れ
る
，
卽
ち
、
土
井
家 

.は
、
實
質
上
、5：

林
購
入
者
の
一
人
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、

こ
の
il
l
林 

が
九
ヶ
村
の
特
{I
I
に
厕
し
，て
ゐ
る
爲
、
自
己
の
名
を
表
面
化
す
る
こ
と
が 

出
來
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、
谣
く
か
ら
特
姊
な
關
係
に
結
ば
れ
て
い

.た
出
.
. 

'ロ 

*
.吉
E

t
名
儀
上
の
取
得
者
と
し
、
自

か

ら

は

管

理

鸯i

質
上
の 

1-
1
1拔
經
赞
溝
丨
と
な
る
こ
と
に
ょ
つ
て
、
琪
資
を糊
，塗
し
て
ゐ
た
の
で
は 

ち
る
ま
い
か
。■そ
れ
a
も
、
土

丼

.
苴

理
•
.吉
闽
の
間
に
行
は
れ
た
.巧
妙 

..な
策
略
で
あ

っ
ぢ
ろ
ぅ
か
。
，何
れ
に
せ
ょ
、
：嘗
っ
て
は
、
山
林
の
仲
介 

f

管
理
人
で
あ
っ
た
土
井
家
が
、

一
四
年
後
に
到
っ
て
、
.購
入
者
の
二

八
四
：

、.

(

八

四)

A
に
名
を
列
ね
て
ゐ
る.事
實
は
、
，土
井
家
に
ょ
る
山
林
の
取
得
形
態
を
理 

解
す
る
上
に
，
極
め
、て
重
要
な
ー
ボ
唆
を
與
.へ，
る
%-
の
で
あ
.る
。

'

次
に
、'取
得
さ
：れ
たS

称
の
内
容
.に
就
い
て
檢
對
し
て
み
や
ぅ
。
我
 々

は
、
さ
き
に
、
，
'土
井
家
に
ょ
：̂
て
取
得
さ
れ
た
山
林
を
、

「

殳
ボ」

「

矶
双 

.跡
地
,-
-「

校
'C

檢

，
松>

 

_

1の
三
種
類
に
分
け
た
。
然
し
、
こ
れ
を
詳 

細
に
觀
察
す
る
と
、
，そ
の
多
！
^

の
故
に
、
.
何
れ
と
斷
萣
し
難
い
場
合
も 

1
.禅
に
止
ま
ら
な
い
。
然
％
、'
3林
の
內
容
が
特
つ
意
義
は
試
に
重
大
で 

，
あ

ふ

。
.何
故
な
ら
ば
、
，取
得!1
1
林
，の
內
容
如
何
は
、
土
井
家
の

3

林
に
對 

す
る
態
度
を
，
或
る
程
度
、
規
定
す
る
こ
と
が
出
來
る
か
ら
で
あ
る
。
卽 

ち
、
：そ
れ
等
が
、
假
り
に
、
.旣
成
の
il
l
術
を
以
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
た
な
ら
，
 

'ば
、
：
土
井
家
は
、
山
林
投
資
に
附
隨
す
る

1

般
的
制
約=

資
本
囘
轉
の
長 

.

期
化
を
避
け
、'
立
木
の
商
品
化
に
カ
點
を
置
く
も
の
と
な
り
、
そ
の
資
本 

:
は
.、
商
面
本
的
性
格
の
濃
い
も.の
と
：し
て
映
ず
る.の
'で
あ
る
。
'こ
れ
と 

は
逆
に
、
土
井
家
の
對
象
と
し
た
山
林
が
、
/
幼
齡
林
乃
至
伐
採
跡
地
を
主 

と
し
て
ゐ
.た
と
す
れ
ば
、
植
栽"
育
樹
の
重
視
と
な
り
、
..山
林
經
營
の
意 

圖
が
昕
確
化
さ
れ
る
こ
：と
と
な
る
。
.乍
然
、
こ
の

全
.
.く
相
反
す
る
規
定 

も
、
兩
者
の
構
成
要
素
が
、.相
瓦
に
密
着
し
て
ゐ
る
爲
に
、
戳
然.た
る
基
. 

準

の

證
.は
辦
常
1
困
難
で
あ
る
？
/

'
ブ

(.

:
 

.

.
,
•

.
钗
て
、,「

立
木」

の
，內
容
は
、■境
界
木
”g

木

•
植
杉
.•杉
林
等
と
し
て 

表
は
さ
れ
て
ゐ
る
：が
、.、境
思
木
•
.杉
木
は
、
賣
貢
件
數
.，•
木
敷
に
於
て
傲 

.で
あ
ヴ
:;
'
'乇
れ
自
瞭
が
大
き
な
意
味
を
持.つ
，と
は
考
べ
ら
れ
な
い
。
こ
れ 

に
比
べ
植
杉: .
杉
林
：

A
；

い
：ふ
表
現
ば
遙
か
に
多
數
を
占
め
て.ゐ
る
。
然 

. V

、
そ
れ
等
め
内
容'は
.、
但
|
|
«に
明
記
さ
れ
た
も
の
を
除
き
、
推
測
さ

へ
も
難
し
い
。.
い
.ま
.一
例
を
採
っ
て
み•る
。

1

寶

渡

申

杉

林

之

事，
. 

.

: 

場

所

八

街
'七

冏

リ

、
.

.

一
杉
林®

ヶ.
所

：

木

數

杉

檢

大

小

不

殘

 

ノ 

，
管

，
南

ぶ

上

迄

土

井

町

利

右

衞

r l
a l

限

リ

北

東

大

道

限

W

下
へ 

-

.

佐

左

衞

門

山

夫

ぶ

彌

兵

M

限

リ

.

：

右
ハ
此
ぼ
双
用
:̂
_

付
右
代
金
ユ
，寶
渡
金
子_
砠
申
^
罾
1£
-
1

^

.
 

(

後
略) 

•

.明
和
七
年
，
 

本

人

秫

浦

，

'

:
 

?
.
1月 

.蜜

〈

衞

⑩

.
請

人

同

所
.

利
右
衞
門
⑩

' 

. 

' 

杯
浦
：

, 

■ 

•

.

.

忠
兵
衞
殿」

と
あ
っ
.て
、
こ
の
杉
林
の
內
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
他
の
資
粹
で
.あ
石
出 

.林
順
續
と
照
合
す
れ
ば
、

.

.

.

…r

場
^

<
木
山七

！
：

リ
：
 

.

.

.

二
林
浦
安
兵
^5

 

.蜜
ヶ
所 

i 

A

管

.
菜
往
環
限
リ 

.

.

-

,
.南

土

弁

町
-
5幷

ー

與

兵

蟹

：

北 

'林(

浦)

.

.茂
右
衞
門
11
|
限

リ

.

■■
■

明
和
七
苹
子
七
月. 

• 
：

'

.

.寬
政
丙
秋
I

伐

一
 

ぐ
，
•

へ

.

伐
跡
へ
杉
千
六
百
本/
寬

政

ニ

戍

植
.

杉
千
ニ
.百
六
拾
本
同
三
亥
植
之\
'

.

檜
千
四
百
四
拾
本

右
山
天
堡
ハ
未
秋
人
札
拂
：
七

百

本..
' 

: 

/ 

.

.
代
金
三
拾
兩
也
:

. 

. 

,

.

伐

跡

へ

杉

戴

千

八

百

本

天

保

•
七

申

蜜

.

檜

干

六

官

本
■

安

政

六

未

秋

手

前

伐

リ

此

顚

付

貳

W

四

拾

本'

:
此
伐
採
へ
杉
七
百
五
拾
本
萬
延
一

R

申
植
之

-

檜
千
五.
希

本
'
 

V 

:

•

.

、

「

右

！

K
®

:
s
-

植

付

千

貳

百

七

拾

贰

本
.

.

.

明

治

六HS

入

札

狒

代

金

.九
拾
四
兩

其
伐
跡
へ
膽
威
千
五
百
本
明
治
七
戍
春
植
付
：

.

杉
五
百
本J  

_

と
記
を
れ
て
ゐ
る
。'そ
こ
で
、.
'
|
|
,
の
.伐
期
齡
が
五
0
年
乃
至
六
0
年
で 

あ
る
と
と
を
考
へ
併'せ
る
な
ら
皮
1
;
1
€
5
:

林
は
明
和
七
年(

一
七
七
〇
年) 

取
得
、
駕
政
八
年(

一
七
九
芄
年)

伐
採
賣
拂
と
.な
つ
て
い
る
の
で
、
そ 

.
の
內
容
は
所
謂
.

「

中し規定してょい

.で
あ
ろ
ぅ
0
：勿
論
、
こ
の
例 

を
以
て
、
.土
井
家
の3

林
全
般
を
推
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
思
ふ 

が
、
次
表
の㈣

く
、
取
■

ギ
月
日
と
伐
採
年
月
日
と
の
間.に
、
.か
な
り
の 

斯
間
が
を
か
れ
ゐ
る
故
に
、
：
比
較
的
多
く
が
、

.；
小
街
.•中
^5

：

に
屬
し
て 

い
.た
^
で
.は
な
が
；

>0ぅ

か

.0

. 

, 

.

、
私

存

林

に

關

す

る

試

論

(

一)

八

五— 

C

八

五
：

>
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本
表
の
年
次
は
、'
概
ね
三
0

年
每
に
區
分
し
た
。

:

B

は
、
3

§

に
揭
げ
た
山
林
取
得
件
数
か
ら
、、
伐
採
跡
地
を
除
い
た 

も
の
：で
あ
る
。

^
l
:
Htt
.、
.何
れ
も
、
山
林
順
績
に
ょ
つ
て
：作
成
し
た
.。
括
弧
れ
は 

犖
者
註
：で
あ
る0
:
. 

.

.

. 

V 

.
Hは
、
伐
採
の
取
：實
は
確
認
し
得
て
も
、
伐
採
方
法
の
不
明
な
も
の

/ 

■.で
.あ
.る
。
 

：
 

}
:
. 

こ
の
推
柳
の
东
否
は
暫
く
榄
く
と
し
て
も
、
立
木
の
理
解
を
曖
昧
な
ら
し 

.め
て
い
.る
最
大
の
原
因
は
、
そ
れ'に
附
屬
す
る
地
上
權
，
土
地
所
有
權
に1
 

就
い
て
の
問
題
で
あ
る
。
例
へ
ば
、
境#
木
の
撤
去
は
、
形
式
の
如
何
を.. 

問
は
ず
、
土
地
に
關
す
る
何
等
か
の
變
化
を
伴
つ
.て
ゐ
る
こ
と
ば
明
由
で
： 

あ
ろ
う
。
と-
,の
こ
と
は
、
：ひ
と
り
境
界
木
に
の
み
限
ら
れ
た
こ
と
で
は
な

‘ 

八

六

c

八

六)

く
、
植

杉
’

杉
林
に
於
て
も
同
揮
で
あ
る
。
然
し
、
こ
れ
に
對
し
て
は
、 

.

.地
上
權
の
.移
讓
も
含
ま
れ
て
ゐ
た
で
あ
ろ
ぅ
と■い
ふ
.推
論
の
域
を
一
步
も

I

w

v

o

-
 

.

.

.

.

.
:
. 

;

「

伐
採
跡
地
,-
-
の
內
容
は
簡
明
で
あ
る
。
.
.こ
れ
は
、r

伐
跡」

「

伐
跡
植 

場
所」

等
と
■も

呼
ば
れ
、
，.單
獨
匕p

®

さ
れ
、
時
に
は
、
立

木

•
杉
山
と 

:

併
記
さ
れ
て
ゐ
る
：場
合
も
散
見
す
る
。
端
的
に
い
へ
ば
、
か
か
る
例
の
存 

'在
が
、

.
1

方
に
^

て
は
、:.
,
'立
木
に
就
い
て
の
疑
問
を
生
み
、
他
方
、
伐
採 

跡
地
の
概
念
に
、
屢
々
、，
混
亂
を
生
ぜ
し
め
て
ゐ
る
の
.で
あ
る
。
然
し
、 

悅
採
跡
地
に
關
し
て
は
、
旣
述
の
處
理
方

I

け%

っ
て
完
全
を
期
し
得
る 

も
の
と
考
へ
る
。

:

:

.「

杉

(

檜

.

.松)

山」

は
、'
賣
^
對
象
の
主
^
部
分
を
占
め
て
居
り
、 

常
識
的
に
は
旣
成
山
林
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
前
記
の
表
一
に
ょ 

れ
ば
、
か
加
.る
解
釋
に
は
非
常
な
危
險
が
伴ふ
や
ぅで
あ
る
。
從
っ
て
、 

我
々
は
、
.こ
れ
ら
の
内
容
を
强
ひ
て
規
定
す
る
こ

と

な

く

、

唯

、

村

內

.
に 

於
て
は
永
代
賣
賈=

土
地
所
有
權
の
移
轉
で
あ
ゥ
、
村
外
で
は
、
年
季
寶 

.賈
H

.

地
上
權
の
使
用
で
あ
っ
たこ
..と
を指
摘
す
る
に
止
め
る
。

ン
以
上
述
べ
た-

5

林
賣
賈
0-
形
式
及
び
內
容
は
、
土
井
家
の
出
林
、
ひ
い 

て
は
、
我

が

國

の
私
有
林
の
理
解
を
深
め
る上
ぬ
缺
く
こ
と
の
砠
双
な
い 

問
題
を
含
ん
で
，ゐ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
從
來
ノ
と
の
點
に
っ
い
て
の 

硏
究
は
、
と
も
す
れ
ば
、.輕
視
ざ
れ
勝
で
あ
っ
た
。
，.
未
熟
を
顧
え
り
み 

ず
、
'敢
へ
て
こ
こ
に
强
調
し
た
所
以
で
あ
る。

.
-
'

.次
ぬ
、
土
井
家
の
山
林
經
營
を
知
る
上
に
：、
1參
考
と
な
る
事
項
を
述
べ

や
う
タ
：

 

■

■■
>

(

M
l
>
永
代
寶
贸
の
一
'

例
。
，

.:
,
 

\

- ,「

. ,
.:

永
f

渡
申
杉
山
之
窜
:

■

1
.

向
井
山
擺
之
方
杉
山
場
所
杉
有
次
第
松
山
共
右
我
卯
ノ
上
納
金
-

差
.

つ
ま
り
ぬ̂

步
ユ
^

而
寶
渡
申
處
货
證
に
て
御
座
外
右
杉
松
0 |

ユ
付
_ 

;

何
方
ぶ
如
何
檬
之
决
ヶ
敷
事
出
來
外
と
も
我
等
罷
出
急
度
缚
明
可
申 

.

.ゆ
爲
其
賣
手
形
如
此
ニ
御
座
冲
.
;
リ
 

：

,.

:
:

'(

享
保
成
拾
年
V
 

.

.

:

■

''

賣
主
\

_

林
.

へ
浦
ソ
'
,
'

.

.'.

.

卯
極
月
：

.
:
:

 

し 
'

源
右
衞

門
⑩

.

'
'■
:
'

ゾ
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:

.
: 

ニ
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在

兵
 

i

—

 

@
 

.

:
'
:
'

忠
兵
衞
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-
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.

年
季
賣
賀
の，1

例
。
.ぐ

.

'
へ

.

.

..
'

.

'

:

.

.
71
..

賣
_

申

杉

山

之

_ー
事
-

バ
.
十

.

'

.

.

.

:

\へ

-

,

-
 

:
:
1
:字
片
面
河
原
谷
杉
山
壹
ダ
所
-.
.
本

數

大

小

不

殘

御

見

分

通

？

::
.
:
へ

:

' ;

ハ

代

金

コ
1
拾

五
.兩

也
：•

へ
.
-.
:- 

;

:
.
.:

'
'

•

 ;
■

.

■■
.

.

東
ハ
''
:

,
.

西
ハ
'

'

\ ;
--
;

.

:( 

南
ハ
：

尾
返
.シ
雜
木
眼 
y

v

.

■,
:
.

北 
A 

。
雜

木

限”

.

'

■.
.,
'
' 

.

へ

.

:

: -

年
赋
咨
儀
ハ
當
辰
ぶ
$

卯
迄
六
拾
年
限
,;

ゾ
7

' '
'

*, 

有
ハ
へ
私
儀
此
ー
度
御
納
所
金
ノ
-ー

...

指
詰
リ
寶
渡
.、て
代
金
鼠
取
申
所
實
正
そ
御 

座
外
右
3
之
儀」

ー#

.1

家
中
.

<

.不
及
申
外
ぶ
少
も
故
障
申
儀
無
御
座
外 

.

萬
：.

1

妨
出
來
仕
ら
ハ
本
人
ハ
ボ
夂
申
請
入
證
人
渾
㈣

畠
度
埒
^

員
殿
へ
. 

少
-

も
掛
御
苦
勞
申
間
鋪
外
然
上
ハ
年
賦
中
御
勝
手n

次
第
-!御
支
配
可

私

右

林

に

關

す
5 .

試

論(

一)

’

-

入
口
雜
木
山
p

=

.:<
?
5

植

留

リ

，
雑

木

.限=

.
被
遊
外
爲
後
日
賣
渡
證
文
依
而
如
件
.

.

'

,

■

, 

:

'
■
-

本
人
，
'.

三「
木
里
浦

'

'
 

.

.

■平
'
次

郞

.

©

:

一
天
明
四
年
ノ
'

:

，
.
'，
■
•'
-

■，
'

.

，.
•
■

同
所
^

^

^

■
...

辰
.七

月
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.

.
松

右

衞

門
.

⑩

'

•

'

.

 

- 
.

1

.

■

請

人
,
名

柄

对
.
-

'.
■ 

.

:'
,

'

'

.

 

:
藤

右

衛

門
@

:

、
：
..
,

.;
',

同

斷

■

賀

田

村

.

: ;
.

多
：

.

助

@

'

'.
'

土
井
忠
兵
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鞋
録
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年
期
延
長
斧
广
例
。
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.

•

ノ 
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「

賢
渡
-
5
-11
|

林

未

年

之

琪
.:
.'
•

.

■

場
所
>>
.
'/
\

木
11
1

入
ロ
壹
.
垣
塚
：上

リ

浪

侧

：ソ
：- 

ニ
核
檢
山
未
年
壹
ゲ
.所
.

'

'
 

-

-

.

-

.

但

璃

目

之

儀

教

.文
化
八
未
貴
殿
へ
賣
渡
有
之
古
證
文
之
通 

.

.

•
年
賦
當
己
ぶ
來
寅
迄
十
ヶ
年
劳
文
化
八
未
貴
殿
へ
K

M

有
之
年
掛 

'

リ
-
其
.先
キ
卯
ぶ
來
.ル」

卯
造
八
拾
五
、年
此
度
賣
渡
申
シ
都
合
九
拾
五

.」

.

ヶ
.^-
'
'
-
マ
成
ゾ
る■

.

ぐ
/

:;
-

:

代
金
贰
兩
壹
步
也
：

*
-':
.

.

:

: 

V 

•

右
ハ
.
此
度
要
用
之
儀
_
_#,

本
行
通
相
極
,

貴
殿
へ
賣
渡
代
金
.
健
，
請
取 

申
所
實
正
明
.白
ユ
御
座
外

(

後
略)

.:
'

.

:
ノ
：

.

.

.

弘
化
ニ
、年 

名

柄

村

本

人

己
六
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t
i
l

田
學
會
雜
餽
第
四
十
七
卷
‘

第

J

號

同

所

請

人
 

、

幸

七

®

濱

中

忠

兵

衞

殿」

(

胜
三)

村
内
の
山
林
に
於
て
も
、
右
に
示
し
た
典
趣
的
な
永
代
賣
贸 

は
稀
で
あ
る
。
卽
ち
、
そ
の
大
部
分
は
、
竿
限
に
關
す
る
記
載
を
缺 

い
て
ゐ
る
。
然
し
、
山
林
順
續
を
參
照
す
れ
ば
*

こ
れ
は
、
山
林
證 

.

文
控—

個
々
の
山
林
證
文
を
筆
寫
し
、

一.
册
に
纏
め
た
も
.
の—

の
性
'

質
上
、
記
诚
の
必
琪
を
認
め
な
か
っ
た
■と
解
さ
れ
る
。

尙
、
.
壓
倒
.的
多
'
數
：
と

い

ふ

表

現

は

、
.：山

林

續

.順

に

村

外

山

林

の

記

事

‘

■

が
缺
け
、
.
數
的
確
認
を
不
能
な

ら

し

めて
ゐ
る
結
果
で
あ
る
。
ま
數
へ 

■

を
い
へ
ぱ
、
村
外
|1
!

林
.
の
.
永
代
賓
罵
は
僅
か
五
件
に
'
過
ぎ
な
.い
。

.'.
.
.

C

胜
四)

と

益

；
ぃ

ふ

山

林

.
證

文

控

と
は、

.
Il
l

林

證

文

控•
他

所

山

林

，
，

-

證
文
控
•

及
^

山
林
賣
賀
證
文
を
總
稱
し
た
'
も
.
の
：で
あ
る
,0
' 

:

,

(

独
五)

：
具
.體
例
は
前
記
、
註

I
.

を
參
照
。

(

驻
六)

借
金
に
ょ
る
山
林
寶
却
の；一

例
。

.

.

.ッ 

.'
'

•「

，

請
取■£■

金

子

之

琪

： 

.

1

金
覺
兩
贰
步
也
，

-.

•

右
<
,
去
ル
卯
年
金
三
雨
借
用
致
此
質
物
ニ
八
木
山
七
曲
リ
之
下
に
て
杉 

林
壹
ヶ
所
書
入
置
限
月
も
，迫
金
子
才
覺
相
成
リ
不
申
依
之
右
之
山
其
元
.

へ
相
渡
外
處
二
御
T

筒
外
を
右
之
金
子
御
合
力
被
下
糙
.

<

ー

受

取

外

右

之

，
 

杉
山
チ
付
外
々
故
障
無
之
^

(

後
略)

•
'

本

人

林

浦

，

'

_

 

寶

曆

十
-

!

安

兵

衛

後

家
©

.

, 

八

八

C

八

八

)

.

未
九
月 

證

人

同

所
 

.

へ.

.

 

庄

兵

衞

@

林

浦
.

忠

兵

衞

殿

」

(

註
七)

こ
の
.
例
を
左
に
掲
げ
る
。

「

資
渡
屮
杉
林
之
報 

■.
.
場

所

か

け

.の

本

文

次

郧

田

地

石

垣

外 

:

1

杉
林
壹
ヶ
所
:

但
し
杉
檜
大
小
不
殘
'

外
-
一：
松

木

贰

本
.

'

 

.

;

:

.

境
目
'

東
.

C
.

文
次
郞
田
.地
石
垣
限
リ 

西

べ

ニ

谷

川

限

リ
'

 

.

.

.

.

下
つ
.

.

贫
元
贺
持
文
：次

郎

林

限

リ
.

'

年
赋
當
_

次
來
ル
亥
年
迄
四
拾
年
限
9

 

.

.

.

代

金
:.
;

.

.

.

.

-

:

 

:

 ■內 

_ 

■

;

:■

命
：五
南
壹
步
，
杉
山
書
入
借
用
へ 

.
、
金

顰

兩

也

松

木

書

入

借

用 

X

金
六
兩
壹
步
也 

'天
明
八
年
申
二
月
親
藤
七
借
用
.元

金

' 

.

右
者
我
等
.所
持
之
.
所
親
藤
七
借
用
金
返
濟
不
仕
ユ
付
右
元
利
—
不
相
當 

.

!/
b
へ
共
右
杉
林
凇
木
相
渡
借
用
金
皆
濟
外
所
實
證
也
然
上
ハ(

後
略)

.

本

人
.

名
柄
村
へ
：

V

.

.

德右衞

E

 

0

文

.
化

九

年

 

：

請

人

同

所
.

申

十一

月 

嘉
之

.
'助

©

.

: 

:

請

人
.同
斯
肝
®?
-

.

. 

' 

六
：兵衞

 V
©

,

.

M

濺

浦

：

.

忠

兵

衛

殿

」
. 

.

(

註
八)

杉

(

檜
•

松

)

山
の
例
は
註

r

參
照
。

■

立木についての

一

例

。

:
「

-

賣

渡

申

植

杉

之

翦

，

•

一.木

數

三

百

本

程

.

■

.

.

揚
所
向
山
瀧
之
上

•

.■

人 

へ

:

右
之
植
杉
代
金
威
步-

I

賣
渡
申
處
實
茈
也
他
之
構
.少
も
'
無御座外.

(

後

;

略)

-;
.

.
,

'

. 

.

. 

.

' 

:

.

し，
-,
'

.

.

賣
主
林
浦

:
,
:

资
永
五
年
，：

 

-

嘉
兵
衞

©
■ 

子ノ：
十二月

'

.

請
人
林
浦

.

一.

.

■

平三，郞

⑩

上
郞
次
山

.

.

境
目
北
ハ
貴
殿
持
山

.

.

.

南

ハ

.
濱
中
八
郞
兵
衞
山 

'

下

ハ

：
、
往

還

限

リ

.

'

-

年
赋
當
己
々
來
ル
辰
迄
六
拾
年
限
リ
.

代
金
武
步
也
.

:

右
之
山
林
拙
者
所
持
之
所
要
用
之
儀
.-

付
此
度
本
行
年
賦
-
一

相

極

メ

賣
, 

渡
代
金
糙
'

請
取
_

所
實
正
-~

御
座
^

<

:
後
略)

.

.

.
名
柄
村
本
人

:

--
■
•

爲
右
衛
門
⑩

.
弘
化
.ニ

年
:

同
所
講
人

.

,

/

.
B;

六
月」

;

.

.幸

七

 

©

.

.

.

.
濱
中
忠
兵
衞
殿
.
し 

:

石
之
通
致
承
知
昨
以
上
'

. 

_ 

'
'
'

名
柄
村
.
庄
屋 
一
 

■

,
■■
■

',
■

忠
右
衞
門
.

⑩」

(

餌
.九
y

こ
こ
に
.
い
ふ
旣
成
山
林
：と
は
、
■槪
ね
伐
期
齡

(

五
0〜

六
〇 

年

)

•に
達
し
：：て
ゐ
る
と
考
へ
ら
れ
.
る
も
‘
の
。

.
■

<
:註
十)

、
境
#.
.
木

の
1

冽
。

.'
;

?

:

■

賣
渡 

■杉
杯
之
事
.

:

.

■場
所
忠
太
舉 

：.

.

、

右
之
杉
林
加
兵
衞
左
邦
元
へ
渡
リ
屮
山
際
ュ
宿
之
處
彼
*
致
處
二
付
此 

度
右
代
と
し
て
錢
五
百
文
請
取6

4
1
.

K

-T
E

也

(

後
略)

，

、
 

，八
九
' 

パ

八

如

)

;

忠
其
衞
殿
.

」

.:

. 

伐
採
.跡
地
賣
賈
の

1

例
。

'

.「
■ 

■
賢
渡
^

山
林
未
年
之
事
. 

場
所
八
木
山
往
環
字
湯
捨 

一，伐

跡

壹

ヶ

所

.

私
有
林
に
關
す
る
試
論(
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^
l
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^
-
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r
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J
i
c
t
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?
n
m
.
>
r
^
?
r
r
»
^
l
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-
^
-
^
k
c
.
.
t
l
i
-
u
^
-
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»
-
«
-
L
-
.
K
K
S
>
w
l
>
»
i
r
f
»
o
n
i
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^
?
^
5
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:
^
J
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-■-
+■
■
■
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-
*
«
l
-
t
t
3
l
j
k
f
l
^
*
t
l
-
i
e
^
j
l
-
g
l
l
-
i
s
^
-
g
-
-
- 

-
-
■

-
i
-
»
i
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H

u
 

n

^

n

y

^

r

i

? 

J
»
»
L
y
>
? 

»
-
l
-
l
-
I
H
- 

-
-
»
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-
F
f 

- 

m

 

ト
 

l.f_ 
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- 

L 

,

-
-
-
-
-

»-
■
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?
!■ 

i
?
l
l

-l
#
-
l
»
i
»
-
?
l
g
j
.
<
-
.
.
»
a
>
l
r
-
i
-
-
-
-
-
-
e
-
-
-
J
-
- 

y
f
n
-
»
t
l
>
n
F
c
-
g
f
.
>
L
C
H
-
»
-
l
»
»
t
.
r
l
.
t
t
r
n
-
.
T
>
4
.
:
B
.
3
s
.
-
3
-
-
-
m
=
>
^
5

•7 ^
，ぬ南

■ 碑

i j f j；
-} ニ

；p ：

:命 : •.
i

：U >
ろホ 
1

：：rj 

き  

«»

if'v-- 
4!忍 . 
;:ソ

\ 'f!

|fe

I：

< *ir{.i

ザ！#
\し⑶

切
J :  1机

筘 ’

靜
' お-

さ
田
學
食
雜
誌
第
四
十
七
卷
第

I

锶

延
享
四
年

.
n
*

t
=
f
v

月

本

人

南

滞
 

‘ 

長

助

⑩ 

證

汄

>1
>

井
へ
浦)

.
市

右

衛

門
©

L—

' 

_

藤右衞門殿 

杉
木
に
關-

K
,

る

一

例
. 

.

「

賣
渡
护
杉
木
之
事
. 

■

1

杉

立

木

暨

本
'

.

 

' 

,

?

、

:

代
金

壹
歩
成
朱
也
> 

:
-

:.
.
' 

■

- 

右
之
.杉
木
文
政
五
午
雜
月
貴
慠
へ
賣
渡㈧
元
私
所
持山

之
中

-•
有
之
所 

邦
節
ハ
：心
當
テ
有
之
右
杉
木
除
置
外
へ
共
此
節
金
子
入
用
之
儀
有
之
此 

.度
貴
殿
へ
寶
渡
代
金
！|，
請
^

_
所
實
正
也
ぺ
後
略)

.
■ 

.
,

:.

:

.

本

人

，.林
浦
高
.町

■

:

'
文
政
七
年
'
 

惣
右
衞
P1

⑩

IH

十
月 

請

人

林

浦

濱 

、
 

惣

七

©

土

井

宗

藏

殿」

丨 

(

曲

十

！)

現
花
、

こ
の
地
方
に
於
け
る
ス
ギ
の
適
芷
伐
期
齡
は
、
槪 

.

.
，
ね

、

.
四

 

一■〜

四
.
五
：年
'
と
さ
れ
て
々
る
が
、(

參
議
院
農
林
專
門
委
員 

.:

.

室

縞
•

全
國
淼
林
畲
發
行
+

第
十
國
會
に
.
お
け
务
森
林
法
> 

同
施
行 

法
•

雜
讅
资
料
•

七
六
瓦
參
照)

山
林
順
撕
に
ょ
れ
ば
こ
れ
ょ
リ
も 

.

.

.や
や
，長
く
、
. 

_五
〇〜

六

0
年
と
考
へ
ら
れ
る
0 

(

註
十
二)

こ
こ
に
い
ふ
中
木
と
ば
、
.

I

31
•〜

ニ
五
牢
程
度
の
立
木
を

九 0

 

-

(

九
0

)

.

.

想
足
し
た
。

'
 

-

、、.

 

. 

.

.(

驻
十
三)

と
'のI

例
と
し
て
、：

'

ゝ

「

賣
渡
牟
杉
檜
之
事

場

所

矢

川

長

尾

之

高
.

'
 

:

1.

杉
檜
山
ノ

.壹
ヶ
.所
'但
シ
伐
蹄
植
場
所
と
も 

'

:

北
ハ
阿
ら
山
限
リ 

境m

 

.上
ハ
向
ら
山
限
リ
、

.

• 

西
南
ハ
阿
ら
山
限
9
'

.. 

.

下

ハ

貴

殿

山

限
U

■■

，
代

金

を

^
匁 

右
之
山
邡
所
持
之
.所
，金
子
要
用
之
儀
有
之
此
度
貴
殿
へ
賣
渡
し
へ
後
略)

 

/
 

. 

-
.本

人

向

井

村

. 

,伊
左
衛
門

@

,

文
政
五
年

'
.:

請

人

祠

麻

-
.
午
極

月

■ 

伊 

'
.八
.
.
⑩

. 

證

人

同

所長
‘

吉

©

土
井
宗
藏
殿

」 

• 

.

(
註
十
四)

前
節
.の
：取
得
件
齔
表
に
於
け
る
.
註
記
を
參
照
。

. 

(

未
完)

書

評

*'
,

"

ク

ラ

ィ

ン「

計
®

經

濟

學

概

論」

, 

-
r
.

* 

'
 

. 

鈴

木

諫

ー

C

 

”
，
 

一
 

I

ぼ
：
'
'
'
：

.
 

こ
こ
に
紹
介
し
よ
ぅ
と
す
る

L
a
w
r
e
n
c
e
,

 

n
.
w
l
e
i
n
,

 

A

 

T
e
x
t
-

 

. 

"book 

o
f

 

w
c
o
n
o
m
e
t
r
i
.
e
s
.

 

N
e
w

 

Y
o
r
k
,

 

1953) 

pp. 

V
I
I
+
3
3
5

 

■'
、 

は
、
先
に
著
わ
さ
れ
た
同
一
著
者
に
よ
る

E
s
n
o
m
i
c

 

F
l
u
c
t
u
a
t
i
o
n
s.

i
n

 

t
h
e

 

u
n
i
t
e

CL-
w
t
a
t
e
s
,

 

1
9
2
1

丨1941, 

19
5
0

 

の
補
完
的
著
作
と 

、

, :
•

, 

も
ぶ
ら
れ
、
前
者
に
お
い
て
使
用
さ
れ
た
程
度
の
統
計
技
術
の
意
味
の
解 

:: 

說

が

の

目

的

と

見

ら

れ

る

。
本
書
の
表
題
は
、

一
見
し
て
現
代
の
計 

t 

I 

, 

通
經
濟
學
の
水
準
を
！ボ
す
如
く
に
見
え
る
が
、
内
容
は
、
テ
ィ
ン
ト
ナ
ー 

j'

、
 

•の「.
H

コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
ス

」

に
類
似
の
も
の
で
次
の
七
章
か
ら
成
っ
て 

0

、
 

、
い

る

。

第

一

章

「

訢
®
經
濟
學
的
接
缸」

、

第
二
章
統
計
的
基
礎
理
論
、 

V 

. 

第

三

章「

總
計
し
た
模
型」

のe
s
t
i
m
a
t
i
o
n

第
四

章com'PTltati- 

ノ
 

o
n
a
l

 

d
e
s
i
g
n

 

第
7?
ー
常
g
®t+
tr
*
co.
o
Hl
W
O
O
^
O
H
. 

a
n
a
l
y
s
i
s

 

第
六
章 

で
/
 

' 

計
量
經
濟
學
の
適
用
、
第
七
章
計
量
經
濟
學
の
特
殊
問
題
、
以
上
の
外
に 

‘ 

附
錄
と
し
て
、
行
列
及
び
行
列
式
の
解
説
が
收
め
ら
れ
て
い
る
。
，藉
港
は

‘フ
 

.

,

ク
ラ
イ
ン

「

評
最
M

濟
學
概
論」

 

’ 

•

.

.

「

最
近
十
年
間
に.お
け
る
計
量
經
羣
..の
發
展
は
頗
る
目
覺
し
い
も
の
が
，
 

■あ
る
に
も
掏
ら
ず
、
そ
の
技
術
を
解
說
し
た
適
當
な
敎
科
書
の
缺
除
を
痛

. 

感
し
て
I

I
を
著
し
た」

，
と
序
文
で
述
，ベ
て
い
る
。
第—*
章
は
第
一
節
. 

「

計
最
經
濟
學
の
意
味

J
、
：

第『

一
節
.「

計
量
經
濟
，學
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る 

命
題
の
源
衆」

、
第

三

節a
u
t
o
n
o
m
o

CJs

 

r
e
l
a
t
i
o
n

の
概
念
と
分
れ
て 

い
.る
。
計
量
經
濟
學
は.數
學
的
な
理
論
構
成
を
と
る
が
、
'敷
理
經
濟
學
と 

全
く
同
一
の
も
の
で
は
な
い
.。
そ
の
基
礎
理
論
の
か
な
り
大
き
い
部
分
は 

、袖
象
的
一
般
理
論
の
上
に
組
立

V

ら
れ
、
そ
め
結
果
は種
，々
.

の
具
體
的
問 

題
に
、適
用
さ
れ
る
。
そ
の
經
驗
的
な
應
用
方
法
が
ま
さ
に
で
問
題
と 

さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
數
理
經
濟
學
に
お
い
て
は
人
間
行
爲
の

p
a
t
t
e
r
n

 

の
關
係
が
正
確
に
充
さ
れ
る
が
、
計
跫
經
濟
學
に
.お
い
て
は
そ
の
關
係
か 

ら
：の
不
规
則
な
偏
倚
が
問
題
と
な
る
。
計
量
經
濟
學
は
®

値
を
と
り
扱 

.，ぅ
の
.で
あ
る
か
ら
、
そ
.の
敍
述
は
過
去
に
關
す
る
も
の
で
、
將
來
に
お
.け 

る
經
濟
的
行
爲
を
知
る
こ
上
は
で
き
な
い
"
只

、
'
 

わ
れ
わ
れ
は
過
去
の
歷

" 

史
が
ら
將
來
に
お
け
る
未
知
の
領
域
を
で
き
る
だ
け
正
確
に
記
述
し
よ
ぅ 

と
努
力
す
る
.の
で
あ
る
。
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と
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と
表
わ
す
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
計 

致
的
に
は
不
規
則
變
動
狄
を
考
慮
し
て
、

クd
i
y
…

：
0

と 

表
わ
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。0;
れ
c
fz
は

裏

に
^
^
可
能
の
値
で
あ
る
が
、 

れ
は
^
^
^
に
觀
測
す
る
こ
と
は
で
き
ぬ
。
ス
ル

ー

ツ
キ
イ
の
基
本.方
程
式.

で
も
_
論
的
に
は
：̂

と
表
わ
'
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